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A survey of art appreciation ability in first-year junior high school pupils using Claude 
Monet’s Japanese Bridge: on the workings of sensitivity and intellect
TACHIHARA  Yoshikazu
Abstract
For this study, pupils were asked to view Japanese Bridge, a painting deemed difficult for first-year junior high 
school pupils to decipher. Presenting alongside it the more photo-realist and readily comprehensible Bridge Over a 
Pond of Water Lilies highlighted the design features and artistic value of the work in question, the idea being to add 
depth to the experience of sensing the theme. In terms of the state of pupils’ art appreciation ability using this 
material, of 153 pupils, 111 were able to sense the theme of the work, perhaps in part a result of the comparative 
viewing method tried on this occasion. Helping pupils to identify the broader aesthetic qualities is valid in terms of 
the ultimate issue, i.e., their receptivity to the theme. However, more than this it is necessary to establish a teaching 
method that encourages receptivity to “an aesthetic order of comparison” as a practical methodology. Those unable 
to pick up the theme revealed a tendency to focus throughout the series of art appreciation experiences primarily 
on the state of the work and mode of expression. This is viewed as an academic exercise of sorts in art studies/art 
history. Next it will be necessary to identify precisely the connection between intellectual and sensate orientation in 
the act of art appreciation, and explore how this ought to work in the context of teaching art appreciation.
Key words： aesthetic property（美的特性）
 sensitivity to the subject（主題の感受）
 comparative viewing method （比較鑑賞法）
 aesthetic order of comparison （対比という美的秩序）
















































































































































































































































































































































































































































































































































































3 ）（能力別）第 3 類型─ 1 件の美的特性を感受した
類型の場合
　不成就者　14人（鑑賞体験の三様態）  
　　　表現意図の感性的把握（感性） 4件
　　　想像力による物語化（想像力） 0件
　　　表現方法や作品のあり方に対する
　　　　知的洞察（知性） 10件
　成功者　　27人（鑑賞体験の三様態）
　　　表現意図の感性的把握（感性） 16件
　　　想像力による物語化（想像力） 2件
　　　表現方法や作品のあり方に対する
　　　　知的洞察（知性） 7件
　　　無回答・意味不明 2件
第 3 類型は鑑賞体験の三様態の数量分布において、
主題感受者が第 1 類型の場合の4.8倍よりも大幅に少な
い（1.9倍）こと以外は、第1類型の場合と同じような
数量的傾向を示している。すなわち主題感受の成功者
は作品のあり方や表現方法に対する知的関心ではなく、
感性を働かせて画家の表現意図を直観的に把握するこ
とに終始、こだわりを見せていたことが分かる。彼ら
にあっては感性面が知性面の2.3倍ほど多く働いてい
る。それに対して、不成就者はそれと真逆の行動であ
る知的探究に走り、知性面が感性面の2.5倍ほど多く作
用している。本類型では不成就者にあっても成功者に
あっても、倍率がより高くなり鑑賞活動の特徴をそれ
ぞれ濃厚にしている。その点が第1類型（それぞれ成功
者1.9倍、不成就者1.5倍）と異なる。
上記における調査から分かる全体的な傾向は、全三
類型において想像力がほんのわずかしか働いておらず、
例外的な存在でしかない。主として感性面と知性面と
が拮抗し合っているのである。
まとめ
本題材では、中学 1 年生にとっていささか難解と思
われる、作品『日本風太鼓橋』を鑑賞させた。難易度
が高いと見なされる当該行為を支援するべく、本絵に
比べてより写実的で分かりやすい『睡蓮の池と日本の
太鼓橋』を併せて提示した。両作品を対比させること
によって、主題感受の体験は深まりを見せることがで
きた。作品の斬新さと、それを実現させた画家のパイ
オニア精神が、生徒によって広く感得された。授業は
当初の予想に反して、十分な手応えを得たといえよう。
今回の題材実践で生徒の鑑賞能力の実態については、
授業実践で試みた比較鑑賞法の効果も作用してのこと
なのか、153人中111名が作品の主題を感受できた。た
だし「要領」を基準とすれば不満足ながら、能力の発
揮においてその異形的な性格が際立つ形となった。不
成功に終わった生徒は42名であった。成功者にあって
美的特性の感受をめぐって、秀逸な鑑賞能力が発揮さ
れていることが分かった。それは「対比という美的秩
序をめぐる美意識」であるが、この自覚は二項対立的
な美的特性が構造化されることでもたらされるため、
普遍的同感性がすこぶる高い。とりわけそれが主題感
受へのパイプ役として、大きな働きをしていることも
判明した。
もとより数多く美的特性感受の機会を与えることが、
最終課題である主題感受の達成にとって有効である。
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だが、それ以上に「対比という美的秩序」の感受を促
進させるような、言い換えれば高度な普遍的同感性へ
誘う指導法が、実践的方法論として確立されなければ
ならないのである。それは本研究の成果を踏まえたも
のに他ならない。
他方、主題感受に至らなかった生徒は、一連の鑑賞
体験を通して画家の表現意図や心情よりも、客観的な
対象としての作品のあり方や表現方法に、終始、こだ
わりを示している。そうした問題性を秘めた事態が露
呈された。そもそも「要領」では、鑑賞教育で育成す
るべき能力として美的特性及び主題の感受能力と、解
釈（「見方を深める」）力の三項目が提起されている。
しかし今回の題材実践ではそれらと全く関わりのない、
知性の働きが露わとなった。それは設問「作品の主題
として感じ取れるものは何か」に対する回答で、皮肉
にも主題感受の不成就者によって実に多く発揮され、
あたかも芸術学・美術史分野における学的営みの類の
ものと見なされるのである。
この種の営為はさらに、質問項目「授業の感想」欄
への自由な書き込みでも、引き続き生徒によって自覚
的になされた。これら授業の感想をもとに彼らの鑑賞
体験を復元することによって、「表現意図の感性的把
握」「想像力による物語化」「表現方法や作品のあり方に
対する知的洞察」等鑑賞体験の三様態（感性、想像力、
知性）が抽出された。生徒が行った先の学的行為は三
つの中の一様態である、「表現の方法や作品のあり方に
対する知的洞察」（知性）という形で具体的になされた。
今回、一部生徒で活発に働いた知的能力は本題材実
践の副産物であるが、生徒の鑑賞活動全体の中で相応
の位置と分量を占めているのも確かである。そのため
授業のあり方を反省する際に、等閑視するわけにもい
かない。先にも述べたように「要領」で、その存在と
意義が未だ認定されてはいない。しかしその種の鑑賞
活動に向かう生徒は、「要領」が本来のねらいとする主
題感受がおろそかになる、という相反的な傾向が調査
結果から顕著となった。
ちなみにアメリカの鑑賞教育では鑑賞行為が知性の
働きを中心とした形で捉えられ、美学・美術史的な探
究のあり方を趣旨とする点に特徴がある4）。今後、鑑賞
行為における知性的な方向と感性的な方向の関係を見
極めるとともに、国際的な問題意識をも睨みつつ、両
者が相反的な傾向を示すという実践結果に注意しなが
ら、鑑賞教育にとってあるべき姿を探らなければなら
ないと思う。両者を題材実践でいかに関係づけ、相乗
効果を図るべきか。それが今後の課題となろう。
※本稿は平成23～25年度科研基盤研究（Ｃ）｢鑑賞教育
指導案の批判的考察と授業モデル（方法論）の構築｣
（課題番号23531151）による成果の一部である。
（平成25年 9 月30日受理）
4） 長井理佐「学習者の『みる行為』をめぐる一考察―VTS、TETAC、ヴィジュアルカルチャー教育の比較考察を通して―」、『美
術教育学第33号』（美術科教育学会誌）2012年、315-328頁
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